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２０19～２０20 年度主題 

国 際 会 長 Jennifer Jones(オ－ストラリア) “ Building today for a better tommorow ”「より良      

「より良い明日のために今日を築く」 

アジア太平洋地域会長 田中博之 (東京多摩みなみ) “ Action ! ” 「アクション！」 

東日本区理事 山田敏明（十勝） 「勇気ある変革、愛ある行動！」 

 あずさ部長 赤羽美栄子（松本）「あなたの入会時の“ときめき”と多くの経験をワイズのために」 
 長野クラブ会長 森本俊子 「身近なつながりを大切にしよう」 

 

       

         ８月例会          

 日時 2019 年８月２１日（水）6:30pm~ 

会場 レストランやま 

          司会 福島 Y’s 

１．開会点鐘            会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３,  会長挨拶         

４． ゲスト紹介  

５． あずさ部長挨拶         

６． 入会式   立ち合い あずさ部長 

７． 小泉ワイズ挨拶 

 

８．ワイズディナー   

 

９．ハッピーバースデー（19 日小林ワイズ）                              

  １０、ニコニコ献金 

１１、ＹＭＣＡの歌、あずさの道 

１２、閉会点鐘        会長 

                                     

 

 

 

  

今月の聖句    

 あなたたちが人からしてもらいたいと思うとおりに人にしてあげなさい。 

                        （ルカによる福音書 ６．３１） 

７月のデータ 

在籍会員   ８名  

例会出席者   ６名 （７５％） 

 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

ブリテン  堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

例会のご案内 

毎月第３水曜日 ２０１９年８月２１日（水）    

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

koba31819@outlook.com（小林書記） 

        

      あたりまえのことなのに       森本俊子 

  

 参議院議員の選挙を終え、重度の障害を抱える 2 人の議員の誕生

には正直なところとても驚きました。申し訳ないことにれいわ新選

組という名前さえ気に留めなかった私です。見かけで判断して国会

議員の仕事がこなせるだろうかとさえ思ってしまいました。でも、

その障がいゆえに今まで取り掛かりもしなかった議事堂の施設の

改良や介護制度の矛盾などに即、手が入った。 

民主主義とは数の論理などと四角く考えていた私にとって、全く別

の角度から政治というものを考えさせられる機会になりました。議

員になられたお二人は、障害によりあれこれ不自由ではあるけれど

もだからこそほかのだれかを巻き込んで意志を通していくし、議員

としての力の重みが、強さが、より大きな力になるのだと思います。 

 その考え方をワイズメンとしての活動にもとり入れていきたい

と思います。メンバーそれぞれが考えていること、やっていること

を自由に話せる、そして共働できる、例会で自分の活動についてあ

たりまえに話せる、そんな会にしていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ７月の例会報告   

出席者 小林美彦、倉石美津子、玉木一成、福島貴和、堀内雅俊、森本俊子、 

ゲスト 小泉一真（市会議員） 

 久保田恵子さんが退会されて、さみしいキックオフ例会にはなりました。まず会計報告が行われ、各種

会費の納入や、献金の払い込み状況、特別事業や補助金の受け取り報告など確認がなされました。今年度

は各種献金をなるべく満額にしたいねと話しました。 

 福島副会長から 7月 13日に甲府市で開かれた今年度最初の評議会の報告があり、部報が配られました。

（1 号は役員のプロフィール、2 号は各クラブの年度事業報告）部会は 10 月 19 日に松本市深志神社で開

かれます。東日本区大会は 2020 年 6 月 6 日に北海道のホテルノースランド帯広で開かれますので、ぜひ

みんなで北海道に行こうと話しました。 

 6 月の会にも話題になった、電車やバスの 使い勝手の悪さ、特に車いす対応などの不十分さについて

具体的に話がでて、今後もこの問題を具体的に上げていこうということになりました。例会の最後に小泉

さんから入会希望が出され、驚くとともに公共交通に寄せる活動に共感して喜んでお迎えすることになり

ました。 

 

（後日、「やま」の赤池社長から、商工会議所の異業種交流会の座長として、長野クラブが今話している

ような問題を中心に卓話をという依頼をいただきました。展覧会などに対応できる車いすの研究をという

話題がでているらしい。嬉しい話なので、お受けしました。11月だそうです。）     （ 森本 記 ） 

 
速報 
イスラエルーパレスチナー日本の若者交流会イン長野  
８月１７日（土）ふれあい福祉センター５Ｆ 

（青年たちは今年は善光寺の盆踊りにも参加しました） 
19 歳から 20 歳代の半ばまでイスラエルパレスチナ日本 3 カ国の青年たち（12 人）が、言葉や立場や難し

い問題の壁を越えて自由に交流するワークキャンプが今年も善光寺周辺で実現。「平和を作っていく一人の
人として愛と希望を実感した」などという感想が述べられました。 
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これからの予定 
 
 
８月例会は２１日（水）レストランやま 
 
10月 19日（土）あずさ部会 松本。深志神社 
 
2月 8日（土）第二回評議会 東京 
 
5月 9日（土）第 3回評議会 甲府 

１ 
 クラブ費の振り込みをお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア
参加に直結しています。 
今年度後期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込みを
お願いします。（1年分は 36000円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 

 YMCA たより                          

活気みなぎる YMCAの夏 

                                    露木淳司 

この夏、YMCA の学童保育の登録者は、夏季限定のメンバーを加えて、130 名に達しました。

今年で最後の夏休みとなる現会館は、すべてのフロア、すべての教室が子供たちであふれ返り、

まるで壊さないでくれと最後の悲鳴を上げているようです。早い子は朝 8時前から集まり始め、

夜は 7 時過ぎまで親を待つ子供の姿があります。プログラムも、マイクロバスを使って科学館

や博物館に出かけたり、流しそうめんやすいか割り、夏祭りを楽しんだり、平和や異文化につ

いての学びがあったり、と盛りだくさん。ひと夏の思い出をたくさん作って、何とか無事に終

了してほしいと願うばかりです。 

わいわい地球塾とサマーキャンプも順調に数をこなし始め、毎日、山へ川へ町へと県内外の

自然環境や様々な施設に繰り出しています。特に熱海の海上アスレチックは大人気で 2回で 80

名のメンバーが参加します。 

そして、やはりこの春から急増した発達障がい児を対象とするきらきら教室のメンバーが、

総勢 60名加わります。下石田の南西教室と中央市のりんごの木と共に、毎日熱気を帯びていま

す。この数年で子供の数は確実に増加しました。おかげで桃やプラムなど、果物のお裾分けも

増えた気がします。この勢いを絶やすことなく、来春からは新会館に移り、今度は乳児から超

高齢者、そして留学生や外国籍市民に囲まれながら、FOR ALL の環境の中で子供たちが育つ地

域共生社会の実現へと突き進みます。 

 

 

 

 

 

 

 


